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小川中学校登山      　 　　　 7月13日㈬

　小川中学校1年生による登山が行われまし

た。唐松岳の丸山を目指して励まし合いながら

登り、自然の豊かさや厳しさを実感する貴重

な経験になりました。
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令
和
３
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

は
、
寄
付
金
合
計
が
２
，
２
５
２
万
円
、
寄

付
者
が
２
，
５
５
１
人
で
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
川
村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
令
和
２
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金

２
，
２
７
９
万
円
を
令
和
３
年
度
の
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
寄
付
者
の
方
々
の
「
想
い
」
を
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
３
年
度
に
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々

の
う
ち
、
掲
載
可
能
な
方
々
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
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村
外
の
皆
様
か
ら
の
寄
付
支
援
、
そ
の
想
い
が

様
々
な
事
業
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

項　　　　目 金　　　額

村づくり推進事業 ４７０万円

地域づくり活動支援事業 ２４０万円

移住定住対策事業 ７２９万円

美しい村推進事業 ３６０万円

高齢者福祉事業（介護など） ４２７万円

観光事業 ５３万円

寄付金を活用して実施した事業

　
　

美
し
い
村
推
進
事
業
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村職員の給与を公表します
　村職員の給与は、村議会の審議を経て給料の額や各種手当ての割合が定められています。村民の皆さんに、広くご理解
いただくため、次のとおり公表します。また、職員に対する福利厚生事業については、長野県市町村職員互助会へ委託し
行っておりますが、同じく村民の皆さんにご理解をいただくため、併せて公表します。

１．人件費の状況（令和 3 年度普通会計決算見込み）

２．職員給与費の状況（令和 4 年 4 月1日）

３．一般行政関係の級区分別職員数（令和 4 年 4 月1日）

４．特別職の給料および議員の報酬 （令和4年4月1日）

５．職員の初任給（令和 4 年 4 月1日）

６．一般行政職手当（令和 4 年 4 月1日）

７．部門別職員数（各年 4 月1日）

注　１　人件費には、村長などの特別職や議員に支給
される給料・報酬を含みます。

　　２　人口は、令和 4 年 3 月 31 日の住民基本台帳
に基づく人数です。

注　１　「小川村職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２　この表は、一般行政職のみで技能労務職、医療職、保育士等は含まれていません。

村の人口 歳出額A 人件費B 人件費率（B/A）
2,355人 28億3,137万3千円 3億9,960万円 14.1%

区　　分 給料月額 期末手当
村　　　長 600,000 円

3.25 月
40％加算副　村　長 500,000 円

教　育　長 450,000 円

職員数A
給 　　 与  　　費 一人当たり

給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計B
47人 1億7,316万円 3,447万円 6,960万円 2億7,723万円 590万円

区　分 1　　級 2　級 3　　級 4　級 5　級 6　級
計

職　名 主事補 主　事 主　任 主　査 主　幹 課長補佐
係　　長 課　長 総務課長

職員数 5 人 3 人 8 人 13 人 3 人 1 人 33 人
構成比 15.2％ 9.1％ 24.2％ 39.4％ 9.1％ 3.0％ 100％

区　　分 報酬月額 期末手当
議　　　長 253,000 円

3.25 月
40％加算

副　議　長 176,000 円
委　員　長 164,000 円
議　　　員 158,000 円

区　　分 小川村 国の制度

一般行政職

大学卒 182,200 円 182,200 円

短大卒 163,100 円 163,100 円

高校卒 150,600 円 150,600 円

区　　分 特定幹部職員 左以外の職員
期末手当 2.00 月 2.40 月
勤勉手当 2.30 月 1.90 月

職　員　数（人）
増減数（人）

令和 3 年 令和 4 年

一般行政部門

議　　会 1 1 0
総　　務 12 12 　0
税　　務 2 2 0
民　　生 8 8 0
衛　　生 5 5 0
農　　林 5 5 0
商　　工 1 1 0
土　　木 3 3 　0
小　計 37 37 　0

特別行政部門 教　　育 3 3 　0

公営企業等

水　　道 2 1 − 1
下 水 道 0 　0 0
介　　護 1 1 0
国　　保 5 5 0
小　計 8 7 − 1

総　　　　計 48 47 　− 1

8．職員の福祉及び利益保護の状況 （令和3年度実施状況）
Ⅰ　健康診断の実施状況

健康診断受診者数 人間ドッグ受診者数 受診率
21 25 95.8％

Ⅱ　福利厚生（委託先：長野県市町村職員互助会）  
①掛金負担金

掛金（本人負担）負担金（公費負担）
給料月額× 2.8/1,000 給料総額× 2.3/1,000

②一人当たりの公費負担額

負担額 公費負担率
8,218 円 45.1%

9．職員研修の状況 （令和3年度実施状況）
セキュリティ総合研修　他 16 件 受講延べ人数　25 人
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第十一回特別弔慰金の請求期限が近づいています。
 令和５年３月 31 日まで に、ご請求ください。
　請求期限を過ぎると、第十一回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請求く
ださい。

■ 支給対象となる方
　令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法に
よる遺族年金」などを受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺
族お一人に支給します。

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
 １．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得
　　 した方
 ２．戦没者等の子
 ３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件を満たしているかどうかにより、順
番が入れ替わります。

 ４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。

「
果
樹
剪
定
枝
・

薪
ス
ト
ー
ブ
活
用
推
進
事
業
」

を
実
施
し
ま
す

　

長
野
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
９
市
町
村
（
長

野
市
、
須
坂
市
、
千
曲
市
、
坂
城
町
、
小
布
施

町
、
高
山
村
、
信
濃
町
、
飯
綱
町
、
小
川
村
）

で
は
、
連
携
事
業
と
し
て
、
リ
ン
ゴ
・
モ
モ
な

ど
の
剪
定
枝
や
伐
採
す
る
果
樹
の
処
分
に
困
っ

て
い
る
農
家
の
方
に
薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
者
を
紹

介
し
て
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
し
て
活
用
い

た
だ
く
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

果
樹
農
家
の
方
も
薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
者
の
方

も
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　

長
野
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
９

市
町
村
に
お
住
ま
い
も
し
く
は
畑
等
を
お
持

ち
の
方

◆
募
集
期
間　

令
和
4
年
8
月
22
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
11
月
11
日
㈮

◆
問
合
せ　

　

総
務
課　

総
合
戦
略
推
進
室

　

☎
０
２
６―

２
６
９―

２
３
２
３

　

ま
た
は
、

　

長
野
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６―

２
３
７―

６
６
８
１

■ 支給内容
　国債名称 第十一回特別弔慰金国庫債券　い号
　額　　面 25 万円（５年償還）

■ 請求窓口　住民福祉課　住民係　☎ 026―269―2323

戦没者等のご遺族の皆様へ
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ひ
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司
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間
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お
願
い
し
ま
す
。

ています。

（画面）

長野県県民文化部	こども若者局次世代サポート課
☎ 026―235―7207（直通）
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納
期
限　

8
月
31
日
㈬

会　計
税務係

　

納
期
ま
で
の
納
付
、
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
個
人
住
民
税
（
２
期
）

令
和
4
年
産
水
稲
の

被
害
届
受
付
開
始

産業係

◆
対　

象　

自
然
災
害
、
病
虫
害
、
獣
害

な
ど
に
よ
り
減
収
が
見
込
ま
れ
る
水
稲

共
済
加
入
農
業
者

◆
申
告
方
法　

収
穫
の
10
日
前
ま
で
に
、

電
話
で
長
野
県
農
業
共
済
組
合
北
信
支

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

長
野
県
農
業
共
済
組
合
北
信

支
所　

農
畑
作
物
係

　

☎
０
２
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２
１
９―

２
８
９
２

人
権
相
談

住民係

◆
日　

時　

9
月
5
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場　

所　

役
場
2
階　

会
議
室

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　
　

福
嶋　

美
雪　
　

川
又　

啓
一

◆
相
談
無
料　

秘
密
厳
守　

予
約
不
要

空
き
家
活
用
相
談

総合戦略
推進室

　

ご
自
身
や
ご
親
族
が
所
有
し
て
い
る
空

き
家
に
つ
い
て
、「
売
却
を
考
え
て
い
る
」「
取

り
壊
し
た
い
」
な
ど
の
お
悩
み
に
つ
い
て
専

門
家
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
日　

時　

8
月
24
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

◆
場　

所　

役
場
1
階　

相
談
室

9
月
4
日
は

小
川
村
防
災
訓
練
の
日

総務係
消防団

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
村
で
は

４
日
㈰
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
、「
い
ざ
」
と
い
う

時
の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
本
広
報
誌
と
同
時
に
配
布

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
取
得
者
の
う

ち
、
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
行
っ
て
い
な

い
方
を
対
象
に
、
令
和
４
年
７
月
下
旬

か
ら
順
次
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
（
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
書
類
や
健

康
保
険
証
（
対
応
す
る
医
療
機
関
等
は

順
次
拡
大
し
て
い
ま
す
）
と
し
て
も
使

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
定
申
告
等
の
行
政

手
続
き
を
行
っ
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
を
取
得

し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
カ
ー
ド
の
取

得
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
発
送
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
申
請
書
が
届
か

な
い
方
で
、
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
住
民
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
送
付
対
象
外
の
方
〉

①
75
歳
以
上
の
方
（
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
よ
り
送
付
さ
れ
て
い
る
た

め
）

②	

令
和
４
年
中
に
出
生
や
国
外
か
ら
の

転
入
等
に
よ
り
新
た
に
住
民
票
の
記

載
が
な
さ
れ
、
交
付
申
請
書
が
添
付

さ
れ
た
個
人
番
号
通
知
書
が
送
付
さ

れ
た
方

③	

中
長
期
在
留
者
等
、
地
方
出
入
国
在

留
管
理
局
か
ら
交
付
申
請
等
に
つ
い

て
ご
案
内
を
受
け
て
い
る
方

④	

住
民
票
の
あ
る
住
所
と
異
な
る
居
所

を
送
付
先
と
し
て
い
る
方

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

◎
問
合
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０―

９
５―

０
１
７
８

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」

　

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
取
得
者
の
方
へ

　
　

交
付
申
請
書
の
再
送
付
に
つ
い
て
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村の人口　　（令和４年 8 月１日現在  前月比）

 人　口 2,339 人 − 3

 男 1,156 人 − 2

 女 1,183 人 − 1

 世帯数 1,047 戸 − 2

◆ご冥福をお祈りします

	   氏　名 月　日  地　区

 和田　志一 ６/21 成就第三

2022.8　広報おがわ　

くら 報し 情の
月日 曜日 行　　　　　　　事

8.10 水

11 木 《山の日》

12 金

 13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土 　

21 日 　

22 月 こころの相談室（保）

 23 火 乳がん検診（保）

24 水 空き家活用相談（役）　

25 木

26 金 定例教育委員会（役）
健やか教室（び）

27 土 教育相談（ふ）

28 日

29 月

30 火

31 水 乳がん検診（保）

9.  1 木

2 金

 3 土

4 日 防災訓練

5 月 人権相談（役）

6 火

7 水 　

8 木

9 金

10 土

◆小林淳生（小林病院院長） ◆細川康雄（新町病院）
◆小林和生（小林病院副院長） ◆山川淳一（篠ノ井総合病院）
◆重松泰介（整形外科） ◆小林由紀（糖尿病内科）
◆本郷　実（新町病院院長） ◆宮尾陽一（内科）
◆荒井恵子（内科）　 　　　　　

診療所　診療担当医表（8/10 ～ 9/10）

（敬称略）

（敬称略）

小川村国保直営診療所　☎ 026-269-2279

（診）診療所	／（保）保健センター	／（び）びっくらんど小川／（役）役場	／（に）にこにこ
保育園	／（小）小学校／（中）中学校／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／（プ）プ
ラネタリウム館／（バ）バスティ高府

月 火 水 木 金 土
　　 8/10 11 12 13

	8:30~11:15 内科
小林淳生

内科
山川淳一  休診

14:00~16:00

15 16 17 18 19 20

	8:30~11:15
休診 休診

内科
小林和生

内科
細川康雄 内科

宮尾陽一

内科
宮尾陽一

14:00~16:00

22 23 24 25 26 27

	8:30~11:15
内科

荒井恵子

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

内科
山川淳一

　
14:00~16:00

29 30 31 9/1 2 3

	8:30~11:15 内科
荒井恵子

　

内科
小林和生

内科
細川康雄 　

14:00~16:00 内科
山川淳一

5 6 7 8 9 10

	8:30~11:15
内科

荒井恵子

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

内科
山川淳一

循環器
本郷　実

14:00~16:00

整
形
外
科

重
松
泰
介

 

内
科

荒
井
恵
子

整
形
外
科

重
松
泰
介

 

内
科

荒
井
恵
子

整
形
外
科

重
松
泰
介

 

内
科

荒
井
恵
子

診
療
所
休
診

村
営
バ
ス
運
休

公
民
館
休
館
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発
行
／
小
川
村
　
〒
381-3302	長

野
県
上
水
内
郡
小
川
村
大
字
高
府
8800-8　

　
　
　
　
　
		編
集
／
小
川
村
役
場
総
務
課
　
2022年

8月
3日

☎
026-269-2323　

蕭
026-269-3578　

U
RL		http://w

w
w
.vill.ogaw

a.nagano.jp　
E-m
ail	info@

vill.ogaw
a.nagano.jp

「
広
報
お
が
わ
」
は
、
地
球
環
境
保
護
の

た
め
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

広報おがわ　2022.8

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど

　
　
　
　
　

 

情
報

◆
峯
村　

昇  

展

▼
展
示
期
間

　

8
月
4
日
㈭
～
8
月
21
日
㈰

　

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
小
川
で
は
、
長
野
市

の
峯
村
昇
さ
ん
に
よ
る
絵
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
パ
ス
テ
ル
画
を
中
心
に
約
40
点
展

示
し
ま
す
。

◆
３
人
展

　
　
同
時
開
催　

原　

緑 

展　

▼
展
示
期
間

　

８
月
25
日
㈭
～
９
月
４
日
㈰

　

長
野
市
の
久
保
俊
明
さ
ん
、
斉
藤
ゆ
か

り
さ
ん
、
陶
敦
さ
ん
に
よ
る
絵
画
展
を
開

催
し
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
、
パ
ス
テ
ル
、
水

彩
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

小
川
村
在
住
の
原
緑
さ
ん
の
版
画
も
同

時
に
展
示
し
ま
す
。

※
入
場
無
料

※
火
曜
日
休
館

　村営住宅建設事業  起工式　　　　7 月 22 日㈮
　村営住宅の起工式が大久保地区の
造成地にて執り行われました。
　この住宅は、子育て世帯や若者の
移住・定住を促進する目的で、世帯用
戸建て住宅３戸（12月完成予定）と
単身用マンションタイプ一棟４室（3
月完成予定）を建設します。
　８月から工事が始まり、周辺地区に
お住まいの皆さまにはご迷惑をおかけ
しますが、ご理解のほどよろしくお願
いいたします。

小川中学校  職場体験学習　　　　7 月 13 ㈬・14 日㈭　

　中学２年生の生徒が、村内11の
事業所で職場体験学習を行いまし
た。　　
　生徒たちは、事業所の方々やお
客様と接する中で、いろいろな人
と関わり、働くことの大切さを学び
ました。
　学校や友だちと離れ、各事業所
で様々な体験をし、多くの学びの
あった貴重な2日間となりました。


